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天皇皇后両陛下 鹿児島県地方事情御視察

平成 29年 11月 16日 ～ 18日



天
皇

・
皇
后
両
陛
下
　
与
論
空
港
御
到
着

こ
ど
も
た
ち
の
歓
声
と

大
島
紬
で
お
出
迎
え

初めて与論島に降り立たれた天皇・皇后両陛下

.=

港

●

与 綸 空

空港で歓迎を受ける両陛下

こどもたちがお出迎え

天
皇
陛
下
は
譲
位
の
意
向
を
示
さ
れ
た
平
成
２８
年
８
月
、

島
々
へ
の
旅
を

「象
徴
的
行
為
と
し
て
、
大
切
な
も
の
」
と
表
現
さ
れ
た
。

そ
の
翌
年
、　
平
成
２９
年
１１
月
１６
日
～
‐８
日
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
、

天
白
〒

皇
后
両
陛
下
は
鹿
児
島
県
の
離
島

「屋
久
島
」
「沖
永
良
部
島
」
「与
論
島
」
を
巡
ら
れ
た
。

そ
の
移
動
距
離
は
３
２
７
３
キ
ロ
に
も
及
ぶ
。

「与
論
島
」
へ
の
ご
訪
間
は
平
成
２４
年
に
も
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、

陛
下
の
心
臓
手
術
な
ど
の
た
め
に
取
り
や
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

与
論
島
民
の
５
年
越
し
の
願
い
が
叶
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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雨を考慮し、特例のバスにて移動
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身
を
乗
り
出
し
て

歓
迎
に
応
え
る
お
姿
も

＝
時
２０
分
、
予
定
よ
り
数
分
早
く
、

両
陛
下
が
沖
永
良
部
島
よ
り
特
別
機

で
御
到
着
。

与
論
空
港

で
は
、

日
の
丸
を
手
に

色
と
り
ど
り
の
雨
具
を
着
た
こ
ど
も
た

ち
や
伝
統
の

「大
島
紬
」
の
着
物
を

着
た
皇

居
勤
労
奉
仕
団
の
方

々
が
、

今
か
今
か
と
御
到
着
を
待
っ
て
い
た
。

空
港
か
ら
お
姿
が
見
え
る
と

一
層
、

歓
迎
の
声
は
大
き
く
な
っ
た
。

両
陛
下
は
お
顔
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま

で
歩
み
出
て
立
ち
止
ま
り
、　
手
を
振

り
返
し
て
応
え
て
下
さ
っ
た
。

天皇陛下がご自分で窓を開けられ、手を振られるお姿は

テレビニュースでも取り上げられた。

ヽ

L`、
人ii姶両継下

島内は歓迎ムードー色。写真は旧役場庁舎前の横断幕。

017,11,17.奉迎天皇皇后両陛下 :与論島
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揃いの「大島紬」を見事に着こなした皇居勤労奉仕団の皆さん。

3

平
成
２９
年
１１
月
‐７
日

与
論
島
で
は
数
日
前
か
ら
こ
の
日
に

備
え
、
厳
重
な
警
備
態
勢
が
敷
か
れ
、

普
段
と
は
違
う
島
の
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
た
。

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
、

あ
い
に
く
の
天
気
。　
午
後
か
ら
さ
ら
に

風
雨
が
強
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

急
遠
、
全
行
程
を
前
倒
し
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
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１

，
ｔ

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
の
乗
っ
た
バ
ス
は
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
か

ら
旧
役
場
庁
舎
前
を
通
り
、
与
論
発
電
所
、
与
論
中
学
校
、

与
論
小
学
校
と
沿
道
か
ら
の
歓
迎
に
応
え
な
が
ら
、　
百
合
ヶ
浜

展
望
休
憩
所
前
で
停
ま
っ
た
。

小
雨
は
降
っ
て
い
た
が
、
バ
ス
を
降
り
て
海
を
望
み
、　
両
陛
下

に

「百
合
ヶ
浜
」
を
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

お二人寄り添いながら、興味深げに百合ヶ浜をご覧になる

~●

」L」

小雨の中、皇后陛下をお気遣いになりながら歩く天皇陛下

葛

とができた沖合に百合ヶ浜を確認するこ

百
合
ヶ
浜

展
望
休
憩
所

百
合
ヶ
浜
を
眺
め
、
会
話
を
楽
し
ま
れ
る
両
陛
下
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バ
ス
に
戻
ら
れ
る
際
、
内
地
で
は
珍

し
い
モ
ン
パ
ノ
キ
の
前
で
足
を
止
め
ら

れ
た
陛
下
。
「
こ
の
木
は
何
の
木
？
」
と

質
問
さ
れ
る
な
ど
、
島
で
初
め
て
見
る

景
色
に
、
ご
興
味
深
く
さ
れ
る
様
子
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。
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指の先は、観光客で賑わう青空の百合ヶ浜。小雨を気に留めず乗り出して

ご覧になられる陛下に、慌てて傘を差しだす場面も。
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き
れ
い
な
ま
ま

保
た
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
と
感
心

説
明
を
す
る
山
元
宗
町
長
に
天
皇
陛

下
が
「海
の
汚
染
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
「砂

が
減
っ
て
く
る
こ
と
は
」
な
ど
と
質
問

を
さ
れ
、
「き
れ
い
な
ま
ま
保
た
れ
て
い

る
の
で
す
ね
」
と
感
心
さ
れ
て
い
た
。

町
が
用
意
し
た
百
合
ヶ
浜
の
写
真
パ

ネ
ル
や
、
「星
の
砂
」
を
ル
ー
ペ
で
ご
覧

に
な
り
な
が
ら
、
歳
の
数
だ
け
星
砂
を

拾
う
と
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
言
い
伝

え
に

「八
十
集
め
る
の
は
大
変
で
す
ね
」

と
ほ
ほ
え
ま
れ
た
皇
后
陛
下
。

生
物
に
お
詳
し
い
陛
下
が
星
砂
と
太

陽
の
砂
に
つ
い
て
皇
后
陛
下
に
説
明
さ

れ
る
な
ど
仲
睦
ま
じ
い
お
姿
も
。■
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与論町で用意した双眼鏡で百合ヶ浜をご覧になる両陛下。

「人がいますね」「砂を拾つているのね」と楽しそうに会話を交わされていた。
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与
論
十
五
夜
踊
り

熱
心
に
ご
覧
に
な
ら
れ
、
踊
り
手
に

Ｄ
ル
ー

続^
い
て
、

昼
食
後
、

「与
論
十
五
夜
踊
り
」

島
の
平
穏
と
五
穀
豊
穣
を
祈
り
豊
年

祭
で
奉
納
さ
れ
る
与
論
の
伝
統
舞
踊
。

豊
年
祭
は
、
現
在
も
年
に
３
回

（
旧

暦
３
月

・
８
月

・
１０
月
の
‐５
日
）
地
主

・

琴
平
神
社
に
て
行
わ
れ
て
い
る
。

与
論
民
俗
村
、　
古
里

一
直
線
、　
那
間
こ
ど
も
園
前
を
通
り
、　
与
論
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

４
５
０
年
以
上
続
く
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

「与
論
十
五
夜
踊
り
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

会場には、踊り手の家族も招待された
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日
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与論十五夜踊りをご覧になる両陛下

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
に
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
に
、

こ
の
日
特
別
に
「保
存
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
披
露
。

両
陛
下
は
説
明
者
の
山
元
宗
町
長
や
麓
才
良
会
長

（与
論
町
文
化
財
保
護
審
議
会
）
に
踊
り
の
意
味
な

ど
ご
質
問
を
し
な
が
ら
熱
心
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
。

演
技
を
終
え
た
メ
ン
バ
ー
の
も
と
へ
、
天
皇

・
皇

后
両
陛
下
が
歩
み
寄
り
、
お
声
を
か
け
ら
れ
た
。
『嶋

中
安
穏
』
の
旗
持
ち
に

「重
い
で
し
ょ
」
と
お
声
を
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雨乞いや恋の踊りの演目を披露琉球風「二番組」の踊り

踊り手へ盛んに拍手を送られる両陛下

■
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か
け
、
「前
が
見
え
な
い
で
す
」
と
応
え
る
と

「他

の
方
は
見
え
る
の
」
「見
え
ま
す
」
な
ど
と
メ
ン
バ
ー

と
の
会
話
を
楽
し
ま
れ
た
。
お
面
な
ど
の
道
具
に
も

興
味
を
持
た
れ
、
実
際
に
触
ら
れ
る
場
面
も
見
ら
れ

た
。限

ら
れ
た
時
間
の
中
、
去
り
際
に
は
両
陛
下
か
ら

「楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、
与
論
島
に
と
っ
て
大
変
誇

ら
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

ァ 踊りを披露した与論十五夜踊り保存会メンバー
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歓迎のパネルを自作するところもあった 沿道で説明を受けている皆さん

ら
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奉 天皇皇后両陛下 迎

高校前で横断幕を掲げ両陛下を待つ生徒たち
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活
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福祉センター前で横断幕を掲げ両陛下を待つこどもたち
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平
成
２９
年
「
月
‐７
日
。
天
皇

。
皇
后
両
陛
下
が
、

我
が
与
論
に
行
幸
啓
＜
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
小
雨
の
た
め
、
急
逮
予
定
を
変
更
し
て
バ

ス
で
の
巡
幸
に
。
私
も
両
陛
下
と
同
じ
バ
ス
に
乗
り

ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

空
港
を
出
て
バ
ス
に
乗
ら
れ
た
天
皇
陛
下
は
、
硬

い
窓
を
自
ら
開
け
ら
れ
、
早
速
手
を
振
ら
れ
ま
し
た
。

従
長
が

「
陛
下
お
座
り
＜
だ
さ
い
。
危
な
い
で
す
か

ら
」
と
再
三
申
し
上
げ
て
も
、
「
大
文
夫
」
と
答
え

ら
れ
、
右
へ
左
へ
と
移
動
し
て
手
を
振
ら
れ
ま
し
た
。

「
軽
井
沢
の
写
真
よ
」
「
奉
仕
隊
の
タ
オ
ル
を
振
っ
て

い
る
」
「お
ば
あ
さ
ん
も
…
」
と
美
智
子
皇
后
。
眺

め
る
の
で
は
な
＜

一
人

一
人
に
慈
し
み
の
目
を
向
け

ら
れ
る
両
陛
下
の
ご
様
子
、
慈
父

・
慈
母
の
お
姿
を

拝
み
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

植
物
に
お
詳
し
い
陛
下
は
、
道
々
の
本
の
名
前
、

在
来
種
か
ど
う
か
お
尋
ね
に
な

っ
た
り
、
戦
争
中
の

島
民
の
苦
労
に
思
い
を
馳
せ
た
り
と
、
優
し
い
言
葉

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

百
合
ヶ
浜
展
望
所
で
は
、
海
の
美
し
さ
、
浜
の
白

さ
を
愛
で
ら
れ
、
星
砂
を
ル
ー
ペ
で
ご
覧
に
な
り
陛

下
自
ら
美
智
子
皇
后
に
説
明
さ
れ
る
な
ど
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
光
景
で
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
与
論
十
五
夜
踊
り
を
ご
覧

頂
き
ま
し
た
。
踊
り
子

一
人

一
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
、

お
面
に
つ
い
て
も
熱
心
に
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。

天
候
の
悪
化
の
た
め
予
定
よ
り
早
＜
沖
永
良
部
島

に
帰
ら
れ
ま
し
た
が

「
陛
下
、
屋
上
で
奉
仕
隊
の
皆

さ
ん
が
見
送

っ
て
お
り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
る
と
、

振
り
返
ら
れ
て

「あ
り
が
と
う
」
と
手
を
振
ら
れ
る

優
し
さ
、
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
幸
せ
、
両
陛
下
を
お

迎
え
し
た
幸
せ
を
か
み
し
め
た

一
日
で
し
た
。

与
論
町
長
　
山

元
宗

福祉センターの前で歓迎の声に応える両陛下

行幸啓 御日程

第 1日 目 11月 16日 (木)

皇居発→東京国際空港→鹿児島空港→

屋久島空港→屋久島町総合センター →

屋久島空港→沖永良部空港

くお泊所〉おきえらぶフローラルホテル

第 2日 目 11月 17日 (金)

ホテル発→沖永良部空港→

与論空港→百合ヶ浜展望休憩所→

与論町地域福祉センター →与論空港

→沖永良部空港

くお泊所〉おきえらぶフローラルホテル

第 3日 目 11月 18日 (土 )

ホテル発→知名町花き生産者圃場→

和泊町立国頭小学校→和泊町役場→

沖永良部空港→鹿児島空港→

東京国際空港→皇居着

与論空港

与論町

地域福祉センター

"百合ヶ浜

展望休憩所
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天
皇

・
皇
后
両
陛
下
　
与
論
空
港
御
発

お
見
送
り
に

最
後
ま
で
笑
顔
で

１４
時
２７
分
、
与
論
十
五
夜
踊
り
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
天

皇

・
皇
后
両
陛
下
は
、
御
料
車
に
乗
り
換
え
て
与
論
町
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
た
。

両
陛
下
が
空
港
に
向
か
う
ま
で
の
１５
分
間
の
道
の
り
は
、

雨
も
上
が
り
、　
沿
道
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
最
後
の
お

見
送
り
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ゆ
ん
ぬ
か
て
い
う
あ
～
ち
た
ば
～
ち

み

っ
し
～
く
と
～
と
ぅ
が
な
し

（与
論
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
て
、　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

与
論
空
港
建
物
の
屋
上
に
掲
げ
ら
れ
た
横
断
幕
を
振
り
返

り
、
最
後
ま
で
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
両
陛
下
は
、

当
初
の
予
定
を
約

一
時
間
縮
め
た
日
程
で
、　

１４
時
５０
分
、

与
論
空
港
か
ら
特
別
機
で
宿
泊
先
の
あ
る
沖
永
良
部
空
港
ヘ

飛
び
立
た
れ
た
。

与
論
島
で
の
滞
在
は
約
３
時
間
半
と
慌
た
だ
し
か
っ
た
が
、

島
民
の
心
に
、　
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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空港屋上から見送る島民を振り返り、タラップを上る直前まで手を振つてくださつた両陛下



ゆ
ん
ぬ
か
　
　
　
　
　
ち
た
ば
～
ち

み

っ
し
～
く
と
～
と
ぅ
が
な
し
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日目■

御料車が飛行場へ到着

お見送りの福地議会議長と挨拶を交わされる両陛下 最後まで手を振つて応えてくださった

…

 (

（右
下
写
真
の
横
断
幕
よ
り
）
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沖永良部空港へ向けて特別機で御出発。

翌日 (最終日)は知名町の花き生産者固場で

テッポウユリをご覧になつたり、和泊町の

国頭小学校で黒砂糖づくりの授業をご覧になった。
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11 【写真提供・協力】鹿児島県庁 ′与論町和田州生様′原田誠―郎様
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